
Q1アイルランドと言えば「ケルト」？

Q6一人当たりのＧＤＰ（国内総生産）が
世界第２位（注２）！ 経済成長の理由は？

Q7将来はどんな仕事をしたいですか？

Q2アイルランドには妖精がいる？

Q3名物アイリッシュウイスキーの特長は？

Q4アイリッシュパブの起源はいつ頃ですか？

Q5おすすめの
観光スポットは？

例えるなら、「ケルト」は大和時代
の文化のようなもので、現代ではアイ
ルランド人は、ほとんど意識していま
せん。と言うのも、ケルト文化の根幹
にあるのは古代信仰の多神教で、7

世紀頃にキリスト教が
伝来し、人々は改宗し
ました。
また、アイルランド語は「ケルト語」をルーツとしてお

り、学校でも習いますが、話す地域はごく限られてい
て、話すことよりも読むこと、書くことに重点を置いて
いるので、アイルランド人はほとんどアイルランド語が
話せなくなっています。
　とは言え、アイルランド人はスコットランドなどの
「ケルト文化圏」の人と仲が良く、言語なども似て
いるのでつながりを感じています。近年は「ケ
ルトのお祭り」を復活させたり、「ケルト語」を
勉強する人も増えてきたりしており、復興の
兆しはあります。

小人の妖精「レプラコーン」（注1）を捕まえると金貨
をくれるというおとぎ話があります。もちろん、今で
は実際に信じている人はいませんが（笑）。
注１：アイルランドの道路には、横断中の妖精をひいてしまわ
ないよう、「レプラコーンに注意」という標識もあります。

ヨーロッパで古い歴史を持つお酒のひとつと言われ、その歴史は
11世紀までさかのぼります。スコッチやバーボンが２回蒸留するの
に対し、アイリッシュウイスキーは３回蒸留し、ピート（泥炭）も使用し
ないため、スモーキーさはなく、まろやかでとても飲みやすいです。
イギリスによる植民地時代にさまざまな伝統が失われましたが、そ

の中で唯一生き残ったのがこのお酒
です。16世紀にアイルランドを統治し
ていた女王エリザベス１世もファン
で、ロンドンまで運ばせたという逸話
があります。 私はアイリッシュウイス
キーこそ、アイルランドの文化的アイ
コンであると思っています。

パブの歴史も古くて、１７世紀頃からありました。当時は不法営業
でしたが、みんなが集まって、安くお酒が飲めたようです。 今でもパ
ブは単にお酒を飲みに行くだけでなく、知らない人同士が気軽に
話ができるふれあいの場で、友だちを作ったりと、地域の中心的な
役割を担っています。
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妖精、ハープ、アイリッシュダンス…、ファンタスティックなイメージが浮かぶ国アイルラン
ド。一方で経済発展もめざましく、国民一人当たりのＧＤＰは世界第２位！そんなアイルラン
ド出身で、「英語による国際理解講座」でアイリッシュウイスキーの講義をされたジュンリン
さんに、知られざるアイルランドの魅力についてうかがいました。

アイルランド
ダブリン出身

アイルランド人はと
てもオープンでフラン
クな親しみやすい国
民性なので、ぜひ訪れ
てみてください。

アイルランドの南西の端に位置する島「シュケリッグ・ヴィヒル」が
おすすめです。6世紀に建てられた修道院の遺跡があり、世界遺産
に登録されています。小さな島ですが、映画『スター・ウォーズ』シリー
ズの「フォースの覚醒」のロケ地として
有名になり、人気のスポットになりま
した。他にも東部ウィックロー州にあ
る初期キリスト教期の修道院の遺跡
などが氷河で侵食された峡谷に残る
「グレンダーロッホ」と風光明媚な「テ
イ湖」一帯もオススメです。

小さい国で天然資源も限られているので、国際協力を狙った結
果です。政府は海外から、企業を誘致するために法人税率を12.5％
（注3）と低くするなどの策を講じ、グーグル、ファイザー、マイクロソフ
トやツイッターなどのグローバル企業がこぞってアイルランドに欧州
本部を置いています。さらにＥＵ加盟国として、東欧をはじめ欧州各
地から労働者を受け入れており、優秀な人材も集まってきています。
また、日本に比べて労働時間が短く、保育サービスも充実してい
るため、子どもを持つ女性でも十分に仕事に貢献でき、数年間の
キャリアブレイクを経ても、問題なく元の仕事に戻ることができま
す。「マタニティハラスメント」もありません。さらに、多くの親が子育
てや家事を平等に分担し、母親にそれほど負担がかかることもあり
ません。これもアイルランドの、経済的成功にプラスに働いているの
ではないでしょうか。
注２：2021年ＩＭＦ（国際通貨基金）統計の国別ランキング
注3：2022年8月時点の税率。日本の法人税率は23.2%

最近、ファッション業界で仕事をすることになりました。私はメイ
ド・イン・ジャパンのもの、特に服飾にとても関心があるので、魅力
的な日本製を世界に発信していきたいと思っています。

アイルランド
面積　70,300㎢
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言語　アイルランド語、
　　　英語
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